
『「しわ寄せ」の防止について』の提言を採択しました！

～働きやすさと働きがいのある雇用環境の実現に向けて
オール千葉で「働き方改革」を進めます！～

千葉労働局は、令和元年11月１日に令和元年度第２回「ちばの魅力あ
る職場づくり公労使会議（※）」を開催し、『「しわ寄せ」の防止につ
いて（提言）』を全会一致で採択しました。

（※）「ちばの魅力ある職場づくり公労使会議」
千葉県における雇用の質の向上を図るとともに、これを地方創生や県内経済の好循環にもつなげるため、

働き方改革による仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）、非正規雇用労働者の処遇改善及び職
場における女性の活躍等の推進に向けて、国、県、労使団体及び金融機関の関係者が連携して取り組むこ
とを目的として設置されたものです。

（前列左から）
千葉信用金庫宮澤理事長、（株）千葉銀行佐久間取締役頭取
日本労働組合総連合会千葉県連合会小谷会長、千葉県森田知事、千葉労働局友藤局長
（一社）千葉県経営者協会小島会長、千葉県中小企業団体中央会平会長
千葉県商工会連合会和泉会長、
（後列左から）
（独）千葉産業保健総合支援センター能川所長、千葉県税理士会木下常務理事
千葉県市長会・千葉県町村会鎗田事務局次長、千葉市市原雇用推進課長
千葉県社会保険労務士会森会長、（公財）千葉県産業振興センター板倉理事長、千葉働き方改革推進支援センター坪川センター長

＜会議の様子＞

※「しわ寄せ防止」とは
大企業や親事業者による長時間労働の削減等の取組が、下請等中小企

業事業者に対する適正なコスト負担を伴わない短納期発注、急な仕様変
更、人員派遣の要請及び附帯作業の要請などの「しわ寄せ」を生じさせ
ることにより、下請等中小企業者の働き方改革の妨げとならないよう防
止すること。



令和元年 11月１日 

 

 

千葉県における働き方改革の推進に向けた 

「しわ寄せ」の防止について（提言） 

 

 

ちばの魅力ある職場づくり公労使会議  

 

働き方改革関連法に基づき、罰則付きの時間外労働の上限規制や年５日の年

次有給休暇の確実な取得を始めとする改正事項が順次施行されている。こうし

た中、大企業・親事業者による長時間労働の削減等の取組が、下請等中小事業者

に対する適正なコスト負担を伴わない短納期発注、急な仕様変更、人員派遣の要

請及び附帯作業の要請などの「しわ寄せ」を生じさせることにより、下請等中小

事業者の働き方改革の妨げとならないことが重要である。 

 

「働き方改革の推進」と「取引適正化」は両立する課題であり、大企業等の働

き方改革による下請等中小事業者への「しわ寄せ」の防止により、親事業者と下

請等中小事業者の双方が生産性の向上・成長と分配の好循環を実現していく必

要がある。 

 

このため、ちばの魅力ある職場づくり公労使会議においては、千葉県内のすべ

ての企業において、時間外労働の上限規制が順守できる環境を整えられるよう、

長時間労働につながる取引慣行の見直しなど「しわ寄せ」を防止することを目的

に、他社との取引において取り組むべき事項について以下のとおり提言する。 

 

1. 週末発注・週初納入、終業後発注・翌朝納入等の短納期発注を抑制し、

納期の適正化を図る。 

 

2. 発注内容の頻繁な変更をできるだけ抑制する。 

 

3. 発注の平準化、発注内容の明確化その他の発注方法の改善を図る。 
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